

ライン入力端子 


スピーカー 

入力端子 


圆圓 ■■ 圓圓 III 

* 2 8 9 91410 3 * (2) 



アンプ 



本機 

' ~~、 :信号の流れ 


お買い上げいただをありがとラございまず。 

I A が:化 I 電気製品は安全のための注意事項 
I 心 を守5ないと、乂災や人身事故に 
なることびあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま 
意事項と製品の取0扱いかたを示しています。 こ 
の取扱説明書と別冊の「ををのために J をよくお 
読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見5れるところ 
に必ず保管して < ださし、。 


接続ずる（因） 

ライン入力端テまたはスピーカー入力端テをア 
ンプと接続します。 

UTF の出力端子のあるアンプと接続するとき 
は、ライン入力端テに付属のオーディオ接続 
コードで接続します。 

- MONO OUT 端子 
一 MIX OUT 端テ 
ー サブ ウーファー 出力端子 
ースーパーウーファー 出力端子 
上記の出力端子のないアンプと接続するとをは、 
スピーカー 入力端テとアンプの スピーカ ー端テ 
を スピーカーコー ドで接続します。 


スピーカー端子び1組あるアンプと 
接続する場含 

お手持ちのアンプにスピーカー出力端子び1組あ 
る場合は、まずアンプと本機を接続し、なに本機 
とフ n ントスピーカーを接続します。 

1 必要な接続コードを用意ずる。 

スピーカーコード（別売り） 

スピーカーコード両端の被覆を約1日 mm は 
びし、芯線をよじってくださし、。 

スピーカーコードは端テの極性に合わせて 
なは〇どラし、©は©どラしでつなざま 
す。 

スピーカーコー ドは線 や マークのある方を 
©と決めておくと、極性を間違えることび 
あ0ません。 

2 アンプをつなぐ。（医]) 

アンプの スピーカー 出力端子と本機の ス 
ピーカー 入力端子を スピーカーコー ドで接 
続します。左ち両チャンネルとわ接続しま 
す。 

3 フ□ントス ピーカーを つなぐ。 

個） 

フ n ントスピーカーを本機のスピーカー出 
力端テに接続します。 


2アンプとフ□ントスピーカーをつ 

なぐ。個） 

アンプのスピーカー出力端子 （ A ) とフ□ン 
トスピーカーを接続します。 

3 アンプと本機をつなぐ。（固） 

アンプの スピーカー 出力端子 （ B ) と本機の 
スピーカー 入力端テを スピーカーコードで 
接続します。 

使ラとさは、アンプのスピーカー出力を A 
+ B に合わせてください。 

ごを意 

スピーカー端子 （ A ) のみ（フ□ントスピーカーのみ）を 
使ラ場含、または本機と接続するアンプの電源び切れて 
いる場をは、本機の音量を下げるか電源を切って<ださ 
い。八ム音び出る場をびあります。 

ヴプウーファー専用端子と接続する 

+ 日 A 

场口 

お手持ちのアンプにサブウーファー専用端子 
(MONO OUT 端子 、 MIX OUT 端子、サブウー 
ファー端テ、 スーパーウーファー端テなど）びあ 
るときは、本機のライン入力端テに接続します。 

1 必要な接続コードを用意する。 


接続についてのごを意 

• 電源を必ず切ってか5接続してください。 

• 接続にはそれぞれの機器に付属している接続 
コードをお使いください。接続コードび足り 
ない場合は、別売りのオーディオ接続コード 
をお買い巧めください。 

• プラグはしっかりと差し込んでください。不 
完全な接続は雑音の原因となりまず。 

• 電源コードを接続するとさは、壁のコンセン 
卜に直接つないでください。 

• ドルビープ□□ジック用のセンター出力端子は 
使用でさません。ドルビープ □□ ジックの使巧 
モー ドにより、低域び出ない場合びあります。 


スピーカー端子び2組あるアンプと 
接続する場台 

お手持ちのアンプにスピーカー出力端子び2組 
( A + B など）ある場合は、それぞれの端子に本機 
とフ n ントスピーカーを接続します。 

1 必要な接続コードを用意ずる。 

スピーカーコード（別売り） 

スピーカーコード両端の被覆を約1日 m m は 
びし、芯線をよじって<ださし、。 
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2 アンプと本機をつなぐ。 

アンプの MONO OUT 端子と本機のライ 
ン入力端テを付属のオーディオ接続コード 
で接続します。 

アンプ 本機 


LINE 

' ~~、 ■ 信号の流れ 

ごを意 

アンプの出カレベルび低いと、充分な音量びえ 
日れないことびあります。その場をは、アンプ 
のスピーカー端子と本機のスピーカー入力端子 
を直接つないで < ださい。 



音を聞< 

1 アンプの電源を入れて、聞きたい音 
源を選ぶ。 

2 POWER スイッチを巧して本機の 
電源を入れる。 

POWER インジケーターび緑色に点なしま 


POWER インジケーター 



本機を2台む上使用ずる場合 


アンプ 



■ ~~、 • 信号の流れ 


電源コードをコンセントにつなぐ 

•電源コードを、壁のコンセントにしっか0と 
差し込んでください。 

• 電源コードを抜を差しするとをは、本機の電 
源は必ず切って < ださし、。 



3 聞きたい音源の演奏を始める。 

アンプの音量は、出力びひずまない範囲で調 
節してください。 

接続されるアンプの出力げひずむと本機か5 
の出力ち同じよラにひずみます。 


電源の入/切を自動的にずる 

—オートパワーオン/オフ機能 

本機の電源び入っているとき （ POWER インジ 
ケーターび緑色に点な)、信号び入力されない状態 
び数分間続くと、パワーセーブ状態になります 
( POWER インジケーターび赤色に点な)。このと 
さ再び信号び入力されると、本機の電源は自動的 
に「入」になります。 

この機能を使いたくないときは、本機後面の 
POWER SAVE スイッチを OFF にしてください。 

POWER SAVE 

み品個 


ごを意 

• アンプの!ンコント□-ル （ BASS 、 TRE 巨 LE な 
ど）やイコライヴーを大出力でご使胤こなったり、巿 
販のテストディスクに入っている2日 Hz 〜日 OHz のサ 
イン波や特殊な音（電子楽器の低音、レコードプレー 
ヤーの針先のショック音、低音び異常に強調された音 
など）を連続して大出力で加えることは、絶础こ行な 
ねないで<ださい。スピーカーの破損の原因となるこ 
とびあ0ます。 

また、低音び異常に強調された特殊ディスクでは、本 
来の音政がに異音を発する場含びあります。これは、 
スピーカーユニット自身の限界を超えた「バタ付さ」 
現象です。そのようなときは、音量を下げてご使用く 
ださい。 

• 単独で発売されているデジタルサラウンドプ□セッ 
サーを搭載したサブウーファーの出力 （ ドルビーデジ 
タル信号）はドルビーラボラトリーズにより 10 dB 高 
く設定されています。通常の状態で使ラにはウー 
ファーのレベルを調節してください。 

• アンプの音量を極端にルさくしていると、才ートパ 
ワーオン/オフ機能び働き、パワーセーブ状態になる 
ことびあります。 
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音を調節ずる 

お手持ちのフ□ントスピーカーに合わせてサブ 
ウーファーの音を調節することびでさます。ほ音を 
補強することで、音楽や映画に迫力や臨場感び生ま 
れます。 


5手順 1 〜 4 を繰り返す。 

お好みに応じて微調節してください。 

一度調節すれば、ウーファーの音量は、ア 
ンプの音量つまみと連動してコント n —ル 
されます。アンプの音量に含わせて再度調 
節する必要はありません。 


1カットする周波数を調節する。 

CUT OFF FREQ つまみで調節します。お 
手持ちのフ□ントスピーカーの大きさに応じ 
て調節して<ださい。政下の図が目まです。 
® 超ル型スピーカー 直径4〜日 cm 

© 小型スピーカー 直径目〜8 cm 

感中型スピーカー 直径9 -15 cm 
® 大型スピーカー 直径16〜24 cm 

感超大型スピーカー 直径2日 cm 政上 



重低音再生を効果的に楽しむには 

LFE 出力やドルビーデジタル、 DTS を再生する場 
合、本機のカツ ト オフ周波数を2日日 Hz (最大）に 
設定することをおすすめします。低域再生機能が 
最大限生かされます。 



ご注意 

• 本機と組み合わせたアンプの低音調節機能 （ D 己 FB 、 
GROOVE 、 グラフィックイコライヴーなど）を ON 
にすると、音び歪むことびあります。その場合は 
D 己 FB などを切って音を調節してください。 

• ウーファーの音量の上げすぎにご注意ください。上げす 
ぎるとお音が軽<なり、力強さびな<なります。さらに 
上げると音源にないノイズび出ることがあります。 

• フ□ントスピーカーの種類や本機の設置場所 、 CUT 
OFF FREQ つまみの位置によっては、 PHASE スイッ 
チで 「 NORMAL 」 または 「 REVERSE 」 を選んだ方び 
低音再生び良巧になる場含びあります。また低音だけ 
でなく 、全帯域にわたって音の広びりや印象び変化 
し、音場感に影響します。お巧みに応じて切り換えて 
<ださい。 


スピーカーの設置 

振動やすべりを防ぐために、スピーカー底面の四 
か所に付属のクッションを貼ってくださし、。 



使用上のごを意 


LEVEL つまみで調節します。つまみを徐々に 
ちに回し、サブウーファーがないとさより、 
若干低音び聞こえるく5いに合わせます。 
つまみをちに回す （MAX 側）と音量び大き 
くなり、左に回す （MIN 側）とかさくな0 
ます。 

3いつち聞いているお好みの巧や映 
画を再生ずる。 


電源について 

家庭巧電源コンセント （ AC 1 日日 V )につないでご使巧く 
ださい。国内巧ですので海外ではご使用になれません。 

電源コードについて 

電源コードを無理に曲げたり、上に重いをのをのせたり 
しないでください。コードに傷びついて火災や感電の原 
因になります。傷びついたコードは使わないでくださ 
い。また、電源コードを振くときは、コードを引っ張ら 
ずに、必ずプラグを持って抜いてください。 

電源コードをコンセントか5抜く場を 

電源コードをコンセントから扳くとをはスイツチを OFF 


スピーカーの 防磁について 
(テレビ画面に色む5が起きた5 ) 

本機に使用されているスピーカー ユニッ トは磁気モレの 
かない防磁型を採苗していますび強力なマグネッ ト のた 
め、若干の磁気モレび生じます。ブラウン管タイプのテ 
レビやプ□ジェクターと一緒に使用する場合は充分に 
(約3日 cm ) 離してご使巧ください。本機をこれらに近づ 
けすざると画面に色むらび生じる場合びあります。 

[色むらが起きた 5…] 

今いったんテレビの電源を切り、巧〜30分後に再び 
スイッチを入れてください。 

[それでち色む5が残るときは …I 

* スピーカーをさらにテレビから離してください。 

I と！ dI し-. • I 

今スピーカーの近くに磁気を発生するちのがないよラ 
にご注意<ださい。スピーカーとの相互作巧によ 
り、色むらを起こす場合びあります。 

磁気を発生ずるもの ……ラック、置き台の扉に装着さ 
れた磁石、健康器具、玩具などに使われている磁石な 
ど。 


設置について 

人間の耳では、本機で再をされる音に0日 HzL 处下の低音 
域）びどこから聞こえてくるのか、その方向を感知でき 
ません。したびって、本機をお好をな場所に設置してお 
使いいただけます。しっかりした床面に設置すると不要 
な共振などび発生せず、よりよい重低音再生をお楽しみ 
いただけます。 

また、本機1台でを充分な重低音再生をお楽しみいただ 
けますび、2台政上お使いいただくと、より効果的な重 
低音再生をお楽しみいただけます。 


ごま意 

• 本機は壁から己 cmrn ： 離してください。 

• 本機の上に物をのせたり、腰掛けたりしないでくださ 
い。 

• 部屋の中央付近に本機を設置すると、重低域び極端に 
減少、する場合びあります。これは部屋の定在波の影響 
によるものです。このため、部屋の中央付近への設置 
を避けるか、定在波び起きにくいよラに本棚などを置 
いて部屋の平行面をなくすことをおすすめします。 

• 本機の角でけびなどをしないぶラに、お気をつけ<だ 
さい。 



• テレビなどの映徹機器に接続されたコードを束ねたり 
巧りたたんだ状態で本機の棲部に配置しないでくださ 
し、。映债にノイズび出る場合びあります。 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないで<ださい 
• 温度の高いところ、直射日光の当たるところ 
• ほこ0のをいところ 


低音の入った、男性ボーカルの曲や男性の 
セ U フなどび適しています。アンプ（フ □ 
ントスピーカー）の音量は、普段聞いてい 
るく 5いの大ささにしておをます。 


4位ホ目極性を切り換える。 


PHASE 

NORMAL, 
REVERSE* 



PHASE (位相) 
スイッチ 


PHASE スイッチで切り換えます。男性の 
ボーカルやセリフなどの最ちほ音部分び聞 
こえる極性を選んでください。 


にしてから振いてください。 

アンプやプ□グラムソースの電源の ON / 

OFF 、 スイッチの切り換え時には 

アンプの音量を最ルにしてください。 

留守にするときは 

ご旅行などで長い間ご使用にならないときは、必ず電源 
コードをコンセントから振いてください。 

ウーファーの破損を防ぐために 

•大をな音を出しすぎると、音質を損ねたり、スピー 
カーび破損する恐れびありますので 、 LEVEL (音量） 
つまみの位置にご注意ください。 

• スピーカーユニット、エンクロージャーは分解したり 
改造したりしないでください。 


• 湿気のをいところ 

• 振動びプレーヤーに伝わるところ（八ウ U ング防止の 
ため） 

特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などび塗られている 
床にスピーカーを置くと、巧に変色、染みなどび鶏るこ 
とびあ0ます。 

八ウリングについて 

本機をレコードプレーヤーのそばに置くと、「ポワーン」 
といラ八ウリング現象び起こることびあります。その時 
は、レコードプレーヤーと本機を離すか、本機の音量を 
下げて<ださい。また、まれにカセットデッキやコンパ 
クトディスクプレーヤー、レーヴーディスクプレーヤー 
でち八ウ U ング現象により、音びひずんだり、画徹び乱 
れることびあります。その時ち、本機との距離を離す 
か、音量を下げてお使いください。 


ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみ I こなるとき 
は、隣近所に迷惑びかからないような音 
量でお聞きください。特に、夜はかさめ 
な音でち周囲にはよく通るちのです。 



窓を閉めたり、へッドホンをご使用になるなどお互いに 


むを配り、快い生活環境を巧りましよラ。このマークは 
音のェチケットのシンボルマークです。 


本体のお手入れのしかた 

柔らかい布を水で湿らせ、固くしぽつてからふいてくだ 
さし'!。シンナー、ベンジン、アルコールなどは、表面の 
仕上げを傷めますので使わないでください。 


音切れについて 

長い時間、または瞬時に大出力でご使用になると保護回 
路び働を、音び途切れる場合びあります。そのとさは一 
度電源を切り再度電源を入れて<ださい。リセットを 
れ、音び出ます。 


巧障かな？とおった 5 

本機の調子びおかしいときは、修理に出ず前にもう1度 

点おして<ださい。それでち正常に動作しないとをは、 

お買い上げ店 またはソニーサービス 窓 □、ソニーの 相談 

窓□にお問い合わせ<ださい。 

音が出ない 

今接続コードのプラグをしっかり差し込む。 

今 LEVEL つまみび MIN に近くなっているので、ちへ 
回して音量をあげる。 

今 LEVEL つまみを調整する。 

急に音び出なくなった 

今 スピーカーコードびシヨートしているので確実に接 
続されているか確認する。 

音がひずむ 

4入力信号び適正でない。 

4入力信号び大さずぎる。 

今ドルビーデジタルを再生するときは、カットする周 
波数をでさるだけ高 < 設定ずる。 

A ム音や雑音が出る 

今 レコードプレーヤーのアース線をしっかり接続ずる。 

今 オーディオおよびスピーカー接続コードと端子の接 
続が不充分なので、充分に差し込む。 

今 テレビからの雑音を拾っているので、テレビとオー 
デイオ機器とを充分に離すか、テレビの電源を OFF 
にする。 


主な仕様 

システム 

形式 

アクティブサブウーファー、防磁型 
(J 曰 TA *) 

使用スピーカー 

30 cm コーン型ウーファー 

実用最大出力 （ J 曰 TA *) 

180 W 

再生周波数帯域 

20 Hz ~ 200 Hz 

"イカット周波数 

50 Hz - 200 Hz 

フエーズ切り撰え 

入力端子 

NORMAL , REVERSE 

ライン 

ライン入力（ピンジャック） 

スピーカー 

出力端子 

スピーカー入力（ター S ナル） 

ライン 

ライン出力（ピンジャック） 

スピーカー 
電源、その化 

スピーカー出力（夕 一 S ナル） 

電源 

AC 100 V , 50/60 Hz 

消費電力 

85 W 

最大外形寸法 

約36日 X 425 X 421 mm 
(幅盾さ/奥行き） 

質量 

16 kg 

付属品 

クッシヨン （4) 

才ーディオ接続コード （1) 
取扱説明書。） 

ソニーご相談窓□のこ"案内の 
保函書 （1) 


本機は r 高調波ガイドライン適合品」です。 

* JEITA (電モ情報技術産業協会)の規格による測定値です。 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変更することびあ0ま 
すび、ご了承<ださい。 


保証書と アフターサービス 

保証書 

• この製品には保詔書び、添付されていますので、お買 
い上げの際お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載の容をお確かめのラえ、大 
切に保をしてください。 

•保記期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとまはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□のご案 
灿にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談くださ 
い。 

保証期聞中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。 
詳し < は保記書をご覧ください。 

保証期聞経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有 
斜修理させていたださます。 

部品の巧ち期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の機能を維持 
するために必要な部品）を、製造打ち切り搂8年間保有 
しています。この部品保有期間を修理巧能の期間とさせ 
ていたださまず。保有期間を経過した後を、故障箇所に 
よっては修理可能な場合びありますので、お買い上げ店 
か、サービス窓□にご相談ください。 

ごネ目談になるときは、次のことをお知日せください。 

• 型る： SA - W 3000 
• 故障の状態：できるだけ詳しく 
• 購入年月日： 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 



http://www.sony.co.jp/ 
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